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一
般
会
計
他
2
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

条　

例

▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算３
億
６
２
８
７
万
円
を

追
加
し
て
予
算
総
額
は

84
億
７
３
１
０
万
円
。
こ
の

う
ち
、
建
築
資
材
や
労
務
単

価
の
上
昇
、
一
部
工
事
内
容

の
変
更
に
よ
り
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
泉
徳
苑
個
室
化
整
備

事
業
８
７
０
４
万
円
、
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

整
備
事
業
１
億
５
６
０
６
万

円
を
補
正
し
た
。

６月定例会
補正予算

社
会
福
祉
費
２
億
４
４
８
１
万
円
を
追
加

そ
の
他

▼
財
産
取
得

除
雪
用
ト
ラ
ッ
ク
１
台
を

３
２
２
３
万
円
で
更
新
。

▼
栗
山
由
仁
線
道
路
改
良
工

事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　

６
５
１
２
万
円

業　
　

者　

株
式
会
社
岩
崎    

                  

建
設
工
業

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更

く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス

事
業
、土
地
・
建
物
購
入
（
旧

札
幌
法
務
局
空
知
南
出
張

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
を
改
正

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
、
低
所
得
者

の
保
険
税
軽
減
措
置
拡
充
及

び
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
ま

た
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
均
等
割
、
所
得

割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均

等
割
の
改
定
を
行
う
。

▼
栗
山
町
税
条
例
を
改
正

町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
り
栗
山

町
税
条
例
に
規
定
す
る
寄
付

金
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
対
象
法
人
の
指
定
を

行
う
。

▼
栗
山
町
課
設
置
条
例
を
改

正▼
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
を
改
正

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
を
改
正

▼
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例

を
改
正

以
上
４
件
の
条
例
改
正
は
、

組
織
機
構
改
革
に
よ
る
課
の

統
廃
合
及
び
新
設
に
伴
う
も

の
。

▼
栗
山
町
特
別
会
計
条
例
を

改
正

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４

期
造
成
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
住
宅
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
を
追
加
す
る
。

藤
本
議
員　

地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設

整
備
事
業
の
当
初
予
算

が
３
億
５
０
０
０
千
万

円
、
今
回
の
補
正
額
が

１
億
５
６
０
６
万
円
で
約

１
・
５
倍
と
な
っ
て
い
る
。

質

疑

社
会
福
祉
費

①
当
初
予
算
計
上
の
際
、
消

費
税
率
を
５
％
で
算
定
し
た

の
か
。

②
労
務
費
・
資
材
費
が
20
％

上
昇
し
た
経
緯
は
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

①
消
費

税
増
は
10
月
に
決
定
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
昨
年
６
月
に
実

施
。
当
初
予
算
を
消
費
税
８

％
で
計
上
可
能
だ
っ
た
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
額
で
計
上

し
た
。

建
設
水
道
課
長　

工
事
の
種

類
に
よ
り
単
価
は
異
な
る

が
、
平
均
値
で
積
算
し
て
お

り
１
・
２
倍
と
な
っ
た
。

重
山
議
員　

消
費
税
・
労
務

単
価
の
増
は
理
解
で
き
る

が
、
多
額
な
補
正
予
算
の
提

案
に
は
、
事
前
の
説
明
が
必

要
な
の
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

当
初
予

算
説
明
の
お
り
、
労
務
費
等

の
改
定
が
あ
る
旨
の
説
明
を

し
た
が
、
設
置
事
業
法
人

と
の
協
議
が
ぎ
り
ぎ
り
と
な

り
、
こ
の
時
期
の
提
案
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
事
前
説
明

が
議
会
に
で
き
る
よ
う
進
め

た
い
。

３３

 くりのさとに隣接して建設が始まった地域密着型介護老人福祉施設

２



くりやまぎかいだより№ 140　2014.8.1

所
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
事
業
、
地
域
少
子
化

対
策
強
化
事
業
、
図
書
館
冷

房
設
備
整
備
事
業
、
栗
山
町

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
修
繕
事
業

を
追
加
。

▼
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の

引
き
下
げ
等
に
よ
る
補
正
。

（
総
額
変
更
な
し
）

▼
26
年
度
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
予
算

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４

期
造
成
事
業
実
施
の
た
め
新

規
に
計
上
。

（
３
５
０
万
円
の
新
規
計
上
）

【
要
旨
】
農
林
水
産
業
政
策

の
指
針
と
な
る
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」
の
改
訂
に
あ
た
り
「
農

業
改
革
に
関
す
る
意
見
」
と

し
て
提
言
を
受
け
た
が
、
そ

の
提
言
に
お
い
て
、
農
業
委

意
見
書

関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま
し
た

員
会
の
見
直
し
及
び
農
業
生

産
法
人
の
大
幅
な
要
件
緩
和

並
び
に
農
業
協
同
組
合
制
度

の
見
直
し
は
、
北
海
道
、
特

に
本
町
に
お
い
て
は
、
地
域

農
業
の
姿
を
大
き
く
変
容
さ

せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
域
農
業
者
が

安
定
的
に
営
農
活
動
が
で
き

る
よ
う
プ
ラ
ン
の
改
訂
は
、

地
域
の
意
見
を
聴
取
し
地
域

の
衰
退
に
つ
な
が
る
内
容
と

し
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
。

人
事
案
件

　

本
年
７
月
19
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
栗
山
町
農

業
委
員
会
委
員
に
、
渕
野
巌

氏
（
湯
地
）
と
吉
田
寿
栄
氏

（
阿
野
呂
）
を
推
薦
す
る
こ

と
を
決
定
。

 栗山町字阿野呂
　吉田 寿栄 氏

 栗山町字湯地
　渕野　巌 氏

農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦

３

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
改
訂

に
関
す
る
意
見
書

議　件　名
結

果

八
木
橋

友

成

大

井

三

田

小

寺

大

西

大

平

土

井

藤

本

楢

﨑

置

田

重

山

鵜

川
特別職の職員の給与に関する条例及び栗山町教育委員
会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

■採決結果　 可：可決　○：賛成　×：反対

町長の所信表明
町長就任の宣誓
26 年度一般会計補正予算
▼１９１７万円を追加して、予算総額は
８１億１０２３万円。
－主な内容－
新規就農支援促進事業で研修指導・受入
先の開拓など全額道補助で委託料の追加
７６１万円。栗山水泳プール水槽修繕料の
追加６１万円。
その他
▼２５年度土地開発公社決算報告及び清算
結了報告
▼栗山町第５次総合計画一部の変更
▼どうえい団地Ａ棟請負契約
契約金額　１億７７８万円
業　　者　松原産業株式会社
▼どうえい団地Ｂ棟請負契約
契約金額　１億７４６万円
業　　者　朝日産業株式会社

以上は、全会一致で可決

重山議員　町長・副町長・教育長は、平成 20、21 年よ
り報酬の削減をし、現在町長で２割削減を実施している
ことは、自らも痛みを伴う取組として評価しつつも、今
回の報酬の１割削減提案は、現在の町財政、年金削減や
消費税の増税など町民の置かれている状況、また、町職
員の各種手当削減を考慮すると、町民の理解を得られる
ものではないと判断する。
置田議員　町長は所信表明で、人口減少や少子高齢化、
景気低迷による地域経済、雇用の環境が厳しいと認識し
ながら、特別職三役の給与削減率を減らす提案をした。
今はその時期ではなく、町民の理解を得られない。

５月臨時会（５月１５日）

特別職の給与削減率で賛否が分かれる
賛成 10 反対 2 で可決

反対討論

特別職の給与に関する条例及び栗山町教育委員会教
育長の給与及び勤務時間等に関する条例の改正にお
いて、賛否が分かれました。

賛成討論
三田議員　平成２６年３月末で特別職の給与削減は終了
している。今回の６月から１０％削減するという提案は、
町民のことを考えてのことと思う。この４年間で本町を
活性化させ、子どもたち、また産業にも力を入れるとの
宣言があり、それを全うしてもらいたい。



３議員が一般質問
重山雅世 議員

楢﨑忠彦 議員

①地域支援職員の位置づけと役割は
②将来に向けたごみ処理対策は

八木橋義則 議員

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
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①国民健康保険税のさらなる軽減は
②児童センター等の民間委託の見直しを
③再生可能エネルギーの普及に向けて

①公営住宅の独居高齢者対策を
②すこやか赤ちゃん誕生祝金条例の復活は

１世帯平均５千円の引き下げを提案



Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

国
保
制
度

  国民健康保険税のさらなる軽減は

１世帯平均５千円の引き下げを提案

議
員　

学
童
保
育
は
働
く
親

を
持
つ
小
学
生
の
放
課
後
や

長
期
休
業
日
の
生
活
を
保
障

し
、
保
護
者
は
安
心
し
て
働

き
家
族
の
生
活
を
守
る
役
割

を
持
っ
て
い
る
。
第
５
次
総

合
計
画
で
は
民
間
委
託
と
さ

れ
て
い
る
が
、
嘱
託
１
人
、

臨
時
指
導
員
８
人
（
１
人
平

均
約
１
２
８
万
円
）
と
低
賃

金
で
働
い
て
お
り
、
実
質
民

間
委
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

「
よ
り
少
な
い
経
費
で
同
じ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と

の
名
目
で
民
営
化
し
て
き
た

が
、
日
曜
日
開
放
等
は
官
で

も
で
き
る
し
、
専
門
職
員
が

継
続
し
て
保
育
に
あ
た
れ
る

こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
育
成

に
必
要
で
あ
る
。「
官
か
ら

民
へ
」
の
流
れ
は
人
件
費
の

削
減
で
税
収
は
減
り
良
く
な

い
。見
直
す
時
で
は
な
い
か
。

民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
。

町
長　

平
成
５
年
に
現
在
の

場
所
に
移
転
し
、
児
童
館
と

し
て
の
機
能
と
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
さ
ら
に
、
平
成
19

年
か
ら
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
て
い
る
。
運

営
に
つ
い
て
は
、「
子
供
を

地
域
で
支
え
る
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
住
民
（
町
民
）
パ

ワ
ー
の
活
用
が
望
ま
し
く
、

民
間
の
柔
軟
な
発
想
や
機
動

力
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
も

あ
る
た
め
、
民
間
へ
の
業
務

委
託
を
検
討
し
て
き
た
。
公

設
民
営
へ
の
流
れ
は
、
全
国

的
に
も
推
進
さ
れ
て
お
り
、

本
町
も
民
間
の
参
画
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
に
生
か
し

な
が
ら
運
営
に
努
め
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

経
費
削

減
だ
け
の
財
政
再
建
、
財
政

効
果
だ
け
の
行
政
改
革
を
進

め
て
い
る
の
で
は
く
、
将
来

的
な
行
政
の
あ
り
方
を
大
局

的
に
判
断
し
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
の
基
本
方
針
が
あ
る
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

臨
時
職

員
等
の
希
望
に
応
じ
た
勤
務

議
員　

４
月
の
勤
労
者
世
帯

の
実
収
入
は
７
・
１
％
減
、

非
正
規
雇
用
も
57
万
人
増
え

て
い
る
。年
金
生
活
者
は「
年

金
は
減
ら
さ
れ
消
費
税
、
物

価
は
上
が
り
国
保
・
介
護
保

険
料
な
ど
が
高
く
て
暮
ら
し

て
い
け
な
い
」
と
嘆
い
て
い

る
。
本
町
の
国
民
健
康
保
険

会
計
の
基
金
残
高
は
24
年
度

１
世
帯
平
均
約
15
万
４
千
円

で
あ
る
。
国
保
税
の
軽
減
世

帯
は
約
６
割
を
占
め
、
軽
減

さ
れ
て
も
支
払
え
な
い
割
合

も
多
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら

な
る
軽
減
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
に
被
保
険
者
減
少
な
ど

に
よ
り
、
保
険
給
付
費
基
金

残
高
が
予
想
を
上
回
っ
た
た

め
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
引

き
下
げ
を
行
い
、
１
世
帯
平

均
２
万
７
千
円
を
減
税
と
し

た
。
昨
年
６
月
定
例
で
は
、

１
世
帯
あ
た
り
９
千
円
か
ら

１
万
円
の
引
き
下
げ
を
検
討

し
た
い
と
答
弁
し
た
が
、
そ

の
後
経
済
状
況
の
推
移
に
お

い
て
所
得
の
減
少
や
基
金
残

高
の
減
少
に
よ
り
、
今
回
、

１
世
帯
平
均
５
千
円
の
引
き

下
げ
を
提
案
す
る
。

行政改革

公
設
民
営
を
推
進
す
る

児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
民
間
委
託
の
見
直
し
を

 7 月上旬に送付された国民健康保険税納付書
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再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に

向
け
て
見
解
は

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

施
設
の
計
画
的
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
企
業
に
対

し
て
の
支
援
策
を
第
6
次
総

合
計
画
で
検
討
す
る
。

こ
う
い
う
質
問
も
し
ま
し
た

体
制
を
と
っ
て
お
り
、
人
件

費
を
抑
え
る
対
応
は
し
て

い
な
い
。
学
童
保
育
は
地
域

で
支
え
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
で
十
分
検
討
す

る
。

重山雅世 議員

 児童センター夏休み交流会
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６月定例会　一般質問

地
域
活
動

町民と行政のパイプ役として配置

 地域支援職員の位置づけと役割は

議
員　

平
成
20
年
、
朝
日
、

湯
地
中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
が
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
誕
生
、
22
年
に
か

け
て
８
協
議
会
が
生
ま
れ
、

防
災
事
業
を
柱
と
し
て
９
協

議
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
改
定
が
あ
り
、
協

議
会
に
は
行
政
か
ら
地
域
支

援
職
員
と
し
て
、
各
担
当
課

よ
り
配
属
さ
れ
て
い
る
。
職

員
が
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー

と
今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
。
地
域
支
援
職

員
の
位
置
づ
け
と
役
割
は
。

町
長　

地
域
支
援
職
員
制
度

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設

置
に
併
せ
、
平
成
20
年
10
月

に
制
度
化
し
、
住
民
と
行
政

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
地
域
組
織
を

支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
現
在
９
つ
あ
る
協
議
会

に
主
査
以
上
の
職
員
73
名
を

配
置
し
て
、
住
民
と
行
政
と

の
協
働
、
連
携
に
よ
る
地
域

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
今
後
も

配
置
す
る
。

議
員　

平
成
15
年
、
道
央
地

域
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
協

議
会
が
設
立
、
本
年
３
月
、

２
市
３
町
で
構
成
す
る
「
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
」
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
が
、
正
式

な
加
盟
は
現
在
、
留
保
し
て

い
る
。
平
成
23
年
か
ら
炭
化

処
理
施
設
を
導
入
し
、「
環

境
に
配
慮
し
て
ご
み
の
焼
却

は
し
な
い
」と
い
う
方
針
と
、

最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
地

の
延
命
策
が
理
由
で
あ
る
。

①
ご
み
袋
の
材
質
形
状
変
更

の
経
緯
は
。

②
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」「
炭

に
で
き
な
い
ご
み
」
分
別
が

改
善
さ
れ
な
い
背
景
は
。

③
最
終
処
分
場
の
収
容
可
能

年
限
は
。

④
新
た
な
処
分
場
の
建
設

か
、
処
理
組
合
に
加
入
す
る

の
か
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は

い
つ
か
。　

町
長　

①
中
国
製
か
ら
日
本

製
に
変
更
し
た
も
の
で
、
中

国
で
の
作
成
単
価
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
発
注
業
者
が
見

積
参
加
を
辞
退
し
た
た
め
、

近
隣
町
で
使
用
し
て
い
る
製

作
業
者
に
決
定
し
た
。
今
後

の
発
注
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

②
炭
化
施
設
稼
働
の
際
の
説

明
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、

焼
却
す
る
も
の
と
誤
解
を
与

え
た
こ
と
が
原
因
の
一
部
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
高
齢

化
が
進
行
す
る
中
、
町
内
会

で
の
説
明
会
な
ど
に
よ
り
、

ごみ対策

将
来
の
方
向
性
の
判
断
は
早
期
に
行
う

将
来
に
向
け
た
ご
み
処
理
対
策
は

破砕処理により最終処分場の
延命を図る

楢﨑忠彦 議員

分
別
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

工
夫
を
検
討
す
る
。

③
今
後
10
年
程
度
の
使
用
が

可
能
と
判
断
し
て
い
た
が
、

分
別
精
度
の
低
下
に
よ
り
埋

め
立
て
量
が
増
加
し
て
い
る

た
め
、
破
砕
処
理
等
を
実
施

し
減
容
を
進
め
る
。

④
最
終
処
分
場
の
使
用
可
能

年
数
を
踏
ま
え
、
新
た
な
最

終
処
分
場
な
ど
総
合
的
な
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
方
向
性

の
判
断
は
、
な
る
べ
く
早
期

に
行
う
。
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公
営
住
宅

公営住宅の独居高齢者対策を
独居高齢者対策室の設置は考えていない

議
員　

入
居
者
の
安
否
確

認
に
つ
い
て
は
、
普
段
か

ら
見
守
り
の
依
頼
や
異
変
が

あ
れ
ば
連
絡
を
す
る
よ
う
周

知
し
、
応
答
が
無
い
入
居
者

へ
は
、
す
ぐ
に
連
絡
で
き
る

よ
う
親
族
ら
の
連
絡
先
を
把

握
で
き
る
取
組
を
行
っ
て
い

る
。

本
町
で
も
独
居
の
高
齢
者
対

策
が
必
要
と
考
え
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
問
う
。

①
本
町
の
公
営
住
宅
７
７
７

戸
の
内
、
65
歳
以
上
の
独
居

者
は
何
世
帯
あ
る
の
か
。

②
現
在
、
30
日
以
上
留
守
に

し
て
い
る
戸
数
は
。

③
建
設
水
道
課
に
「
独
居
高

齢
者
対
策
室
」
を
設
置
し
、

高
齢
者
担
当
所
管
課
と
の
連

携
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

④
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
講
座
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

①
65
歳
独
居
者
世
帯

数
は
１
８
６
世
帯
。

②
30
日
以
上
留
守
に
し
て
い

る
戸
数
は
４
戸
。

③
入
居
に
際
し
、
家
族
・
親

族
の
連
絡
先
の
把
握
や
連
帯

保
証
人
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
高
齢
者
担
当
所

管
課
と
の
連
携
が
必
要
な
場

合
は
、
共
同
で
課
題
等
に
対

応
し
て
お
り
、
独
居
高
齢
者

対
策
室
設
置
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

④
平
成
20
年
度
か
ら
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
25
年

度
末
ま
で
に
37
回
実
施
し
、

８
４
９
名
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
る
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

④
就
労

世
代
、
小
中
学
生
の
若
年
層

へ
の
普
及
啓
発
が
課
題
で
あ

り
、
昨
年
度
か
ら
児
童
セ
ン

タ
ー
で
講
座
実
施
、
今
後
、

小
中
学
校
の
授
業
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

八木橋義則 議員
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子育て支援

町
単
独
で
の
条
例
復
活
は
考
え
て
い
な
い

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
条
例
の
復
活
は

議
員　

町
長
の
所
信
表
明
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
３
期
目
４

年
間
を
「
結
実
の
期
間
と
位

置
づ
け
、
ふ
る
さ
と
は
栗
山

で
す
と
、
誰
も
が
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
見
据
え

た
５
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
旗
印

に
、
町
政
に
当
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
」
と
の
決
意
で
あ
っ

た
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
栗
山
」

と
、
子
育
て
若
者
世
代
が
求

め
、
栗
山
に
喜
び
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
も
、「
栗
山
町
す
こ
や
か

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
条
例
」

を
復
活
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
生
き
残
り
を
か

け
た
対
策
は
。

町
長　

国
が「
子
ど
も
手
当
」

を
支
給
拡
大
し
た
た
め
廃
止

と
し
た
。

現
在
、
国
も
「
育
児
世
代
」

へ
の
予
算
配
分
の
増
額
と
多

子
家
庭
へ
の
支
援
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
単
独

で
の
「
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
祝

金
条
例
の
復
活
」
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
そ
の

仕
組
み
づ
く
り
や
環
境
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

平成 25 年 11 月完成の松栄団地

子育てヘルパー派遣事業の様子

考
え
て
い
る
。
本
年
７
月
、

機
構
改
革
で
設
置
予
定
の

「
若
者
定
住
推
進
室
」
に
お

い
て
、将
来
を
見
据
え
た「
子

育
て
支
援
対
策
」・「
若
者
定

住
対
策
」
を
総
合
的
に
検
討

推
進
し
て
い
き
た
い
。

７

八木橋義則 議員
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神
奈
川
県
三
浦
半
島
に

位
置
す
る
葉
山
町
は
、
人
口

約
３
４
０
０
０
人
の
町
で

葉
山
御
用
邸
や
葉
山
港
に

代
表
さ
れ
る
保
養
の
町
、
観

光
の
町
で
あ
る
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
議
員

総
数
の
半
数
が
女
性
の
議

員
で
あ
り
、
議
会
活
動
が
活

発
で
議
会
改
革
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
は
、
葉
山
町
議
会
に

お
け
る
議
会
報
告
会
の
開

催
状
況
と
今
後
の
課
題
、
第

三
次
葉
山
町
総
合
計
画
策

定
（
議
会
で
修
正
可
決
）
に

お
け
る
議
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
行
う
も
の
の

ほ
か
、
議
会
と
し
て
取
り
組

ん
だ
重
要
案
件
に
つ
い
て

は
、
そ
の
都
度
開
催
す
る
な

ど
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責

　

近
年
、
谷や
ね
せ
ん

根
千
と
い
う
言

葉
と
と
も
に
東
京
下
町
散
歩

の
一
角
と
し
て
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
商
店
街
で
、
商
店

街
活
性
化
の
考
え
方
や
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
視
察
を

行
っ
た
。

　

東
京
と
い
う
場
所
柄
や
交

通
手
段
の
多
様
性
と
便
利
さ

な
ど
、
地
方
商
店
街
と
の
基

本
的
違
い
が
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
東
京
都

内
で
も
商
店
街
は
相
当
な
数

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意

工
夫
を
し
て
生
き
残
り
を
か

け
て
い
る
と
い
う
。

　

組
合
長
の
お
話
の
中
で

は
、
明
確
な
商
店
街
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
そ
れ
に
伴
う
特

色
あ
る
店
舗
、
人
を
呼
べ
る

食
べ
物
、
メ
デ
ィ
ア
の
積
極

的
な
活
用
、
組
合
内
で
の
十

分
な
議
論
と
女
性
の
参
加
な

ど
、
参
考
に
な
る
考
え
方
を

聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

行
政
の
関
わ
り
は
、
あ
ま

り
多
く
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
地
方
に
あ
っ
て
は
地

域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、

共
に
知
恵
を
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

　

東
京
近
郊
に
現
在
、
住
ま

わ
れ
て
い
る
栗
山
町
出
身
者

で
構
成
さ
れ
て
い
る
東
京
栗

山
会
総
会
に
出
席
し
、
ふ
る

さ
と
の
現
況
を
伝
え
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
お
願
い
な
ど
町
へ
の
側

本年５月１６日から１８日に実施した行政視察について報告します。

広報広聴常任委員会行政視察報告
神奈川県葉山町・東京都谷中銀座・東京栗山会

行
政
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

高
い
議
員
意
識
　
　
　  

葉
山
町
議
会

生
き
残
り
を
か
け
た
創
意
工
夫

                                       

谷
中
銀
座
商
店
街

面
的
支
援
を
要
請
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
で
は
、
遠
く

離
れ
て
も
故
郷
を
想
う
会
員

の
方
々
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
が
、
離
れ
て
い

る
が
故
の
斬
新
な
提
言
な
ど

も
あ
り
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。

議
員
と
い
え
ど
も
町
の
た
め

に
Ｐ
Ｒ
や
セ
ー
ル
ス
の
役
割

を
に
な
う
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

任
を
果
た
そ
う
と
す
る
姿
勢

が
徹
底
し
て
お
り
、
見
習
う

べ
き
点
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
修
正
可
決
に

お
け
る
議
会
の
関
わ
り
は
、

ま
ず
、
住
民
の
代
表
と
し
て

よ
り
良
い
総
合
計
画
に
す
る

た
め
、
多
項
目
に
わ
た
る
修

正
案
を
複
数
の
議
員
が
提
出

し
審
議
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
、
議
員
の
意
識
と
資
質
の

高
さ
を
表
し
て
い
た
。
決
定

ま
で
の
審
議
過
程
で
は
、
一

度
議
会
で
否
決
し
た
後
、
次

の
議
会
ま
で
3
か
月
程
度
期

間
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど

こ
か
で
住
民
の
意
見
を
聴
く

機
会
が
あ
れ
ば
、
議
論
の
深

み
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

葉山町議会視察

谷中銀座商店街振興組合視察

【参加者】藤本光行・友成克司・大井賢治・三田源幸・大西勝博・大平逸男・土井道子・八木橋義則・小寺　進・鵜川和彦

議
会
広
報
の
新
た
な
役
割

　
　
東
京
栗
山
会
創
立
30
周
年
記
念
総
会
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出来事・話題
T o p i c s

重
山
雅
世
議
員
が
、
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
の
自
治

功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

15
年
の
永
き
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
務
め
、

町
村
自
治
振
興
に
尽
く
し

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
、
６
月
定
例
会
冒

頭
、
鵜
川
和
彦
議
長
よ
り
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

「
議
員
研
修
会
」
へ
参
加

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議

員
研
修
会
（
７
月
４
日
／
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）

　

町
議
会
議
員
と
し
て
の
識

見
を
深
め
、
今
後
の
議
会
活

動
に
い
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長

会
が
開
催
す
る
議
員
研
修
会

に
本
町
議
会
議
員
も
出
席
し

ま
し
た
。

　

講
演
は
、
本
町
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
法
政
大

学
法
学
部
教
授
廣
瀬
克
哉
氏

に
よ
る
「
議
会
改
革
の
こ
れ

か
ら
」、
そ
し
て
テ
レ
ビ
等

に
多
く
出
演
し
て
い
る
読
売

新
聞
特
別
編
集
委
員
で
あ
り

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
五

郎
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
政
治
」。

　

廣
瀬
教
授
の
講
演
で
は
、

縮
小
時
代
に
お
け
る
自
治

体
経
営
に
は
厳
し
い
選
択
が

せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
し
た
合
意
形
成
が
必
須

で
あ
り
、
住
民
の
納
得
と
協

力
が
な
け
れ
ば
政
策
効
果
が

期
待
で
な
い
と
の
こ
と
か

ら
、
議
会
改
革
が
広
が
り
、

２
０
１
４
年
３
月
議
会
ま
で

で
全
自
治
体
の
４
分
の
１
の

５
６
６
の
自
治
体
で
議
会
基

本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。「
民
意
」

「
世
論
」
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
意
思
決
定
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
本
町
の
議

会
基
本
条
例
の
前
文
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
の
講
演
で
は
、
現

在
の
政
治
に
関
す
る
課
題
・

問
題
点
を
話
さ
れ
、
国
は
地

方
の
切
り
捨
て
を
進
め
て
い

る
が
「
政
治
は
心
だ
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

定例会冒頭、鵜川議長より伝達（６月１７日）

９

６
月
22
日　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
、

㈱
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
主

催
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
と

地
元
栗
山
Ｆ
Ｃ
・
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
が
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
サ
ッ
カ
ー
と

食
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

～ 

三
田
撮
影

表
紙
の
一
枚
！

札幌での研修会（７月４日）
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 140

本町議会では採択されていませんが、「集団的自衛権の行
使容認」をめぐって地方議会では慎重審議・反対を求め

る意見書が提出され（道内でも約４分の１）、閣議決定後も採
択されている議会もあります。
　６月の定例議会で、くりのさとと泉徳苑の施設整備事業の
補正予算が可決され、来年の入所に向けて工事が着工されま
した。建設費用をみると労務・資材等の単価が平均１・２
倍の上昇と消費税増税分と合わせて両施設で当初予算より約
１億５千万円もの増加額となりました。
　「消費税はすべて社会保障に」としながらも６月１８日に成
立した “ 医療・介護総合法 ” は「要支援者」は介護保険から外し、
市町村の事業へ移行、一定以上の所得のある利用者の自己負
担額を１割から２割へ引き上げ、特別養護老人ホーム入所者
を「要介護３」以上に制限、入院ベッド数の大幅削減が盛り
込まれています。
　消費税増税後もガソリンや食料品等生活必需品の値上げが
続き、今年は暑く厳しい夏になりそうです。（重山）

「栗山町に来て」

　私は今年の４月から社会人となり、栗山町に来ました。初めは「栗
山町」と聞いてどのような街並みなのか想像ができませんでした。
ですが、私と栗山町には２つのご縁があることが分かりました。
　１つ目に大変お世話になった高校時代の部活動の先生が栗山町
出身だったこと、２つ目に私の曾祖父も栗山出身で長い間暮らし
ていたとのことです。初めて来たまちですが、私と深いところで
つながっていて親近感がわきました。
　私は、札幌出身で今まで札幌以外で暮らしたことがなかったの
で不慣れなこともありますが、だいぶ栗山町でのくらしにも慣れ
てきました。生活に必要なお店は隣接してありますし、札幌まで
の高速バスも通っているので、札幌に遊びに行く際に便利だと感
じました。
　また、私は体を動かすことが好きで趣味がジョギングなのです
が、初めて栗山町を走った際に平坦な道路が多く道路幅も広いの
で走りやすいと感じました。
　栗山町に来て数ヶ月が経ちましたが気さくに話しかけてくださ
る方が多く、人もまちも魅力的だと思います。もっと沢山の人に
栗山町を知ってほしいと感じていますし、私自身もまだまだ知ら
ないことがあるのでこれから栗山町の良い所を沢山見つけていき
たいです。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

９月定例会の開会日

月　　 日～９９

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索

2014 年８月１日発行

編集後記

ひとこと

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

8 月 1 日（金） 総務教育常任委員会
22 日（金） 北海道町村議会議長会

広報研修会（札幌）
9月 9日（火）～ 第５回定例会

17 日（火）～ 決算審査特別委員会

 宮﨑　優子さん（中央１）

議会ホームページＱＲコード


